
。 住友精化



ポリエチレンの化学的に安定した
特長を最大限に活かして。

特長

．すぐれた物性 ・安定した晶質

原料樹脂の物理的、化学的性質を損なわす 当社独自の粉砕装置および品質管理によ

に、そのまま保持した銘柄はもとより、そ り、水分、溶剤その他異物の混入がなく、

れぞれの用途に適するように改質した特殊 粒度分布、その他の粉末物性のロット聞の

銘柄など、豊富な銘柄を準備しており、使 バラツキがほとんどありません。

用条件に応じた銘柄を選んでいただけま

す。着色に関しても、独特の着色工程から

得られた着色ペレットを粉砕しますので、

着色ムラのない美麗な色調と、つやのよい

仕上がり面が得られます。つねに多彩な標

準色を準備しておりますが、ご要望に合わ

せた着色も可能です。また、簡易着色とし

てドライブレンドも可能です。

国高い衛生性

フローセンの主要銘柄は、食品衛生法に基

づく合成樹脂製の器具および容器、包装の

規格基準（厚生省告示第四号［昭57］）に準じ

た試験に適合しております。さうに、『ポリ

オレフィン等衛生協議会jの自主規格によ

って、厳しく規制された樹脂、顔料をはじ

め各種添加剤を使用し、高い衛生性の維持

に努めています。

詳細についてはお問い合わせ下さい。



安全かつ安定。
使用適性の高い性質。

性質

・化学的性質

フローセンは、化学的に非常に安定して

おり、他の材料に見られ芯い耐水性、耐薬

品性を持っています。特に水に対する耐久

性は非常に高く、吸水率は0.01%以下

(25＇℃で 1日間）です。また、薬品に対する抵

抗性が高く、塩素系を含む一部の薬品を除

く酸、アルカリ、無機塩類溶液に対してそ

の性質を発揮します。なお、ある種の界面

活性剤やアルコール、アルデヒド、ケトン、

酸、エステルなどの薬品に接して応力を受

ける可能性のある場合は、耐ストレスクラ

ツキング銘柄（しLOPEベース）をご使用

ください。

表1：フローセンの耐薬品性

薬 品名 濃度（%） 2o・c 60・c

硫 酸 10～60 。。
4歩 98 ム × 

石間 酸 5～25 。。
。 50 ム × 

塩 酸 各種濃度 。。
燐 酸 く90 。。
ク 口 ム 酸 電解液 。。
次亜塩素酸ナトリウム 15 。。
水酸化ナトリウム 濃厚 。。
炭酸ナトリウム 4シ 。。
アンモニ 7水 0.88比重液 。。
アンモニアガス 乾燥ガス 。。
塩 事E 水 2 。。

Q 飽和 。ム
塩素ガス 乾燥ガス £::,. × 

亜硫酸ガス 。 。。
酢 酸 10～60 。ム

Q 60～氷酢 ム × 

娘 酸 3～80 。。
(/ 100 。。

葎 酸 飽和 。。
メチルアルコール <50 。。
。 100 ム ム

エチルアルコール <96 。。
Q 100 i込 ム

ホルムアルデヒド 40 。。
四塩化炭 素 100 × × 

トリクロルエチレン 100 × × 

ベン ゼン 100 × × 

石 油 × × 

ガ ソ 1) ，、，， × × 

鉱動植物油 £::,. × 

10 使用可能
注1｛ム使用条件を選択する必要あり

l× 使用不可能
注2 上記は目安であり、使用条件に
よっては問題が生じる場合があ
りますので、予備テスト等で確
認してください。

・電気的性質

フローセンは、電気的性質の良好なポリエ

チレンを原料としているため、電気材料と

しても適しています。

表2：フローセンの電気的性質

体積抵抗率 Q・cm¥ >101s 

絶縁破壊強さ KV/mmI 40（短時間法）
誘電率（106Hz)

誘電 正接（106Hz)

・熱的性質

2.3～2.4 

<0.0005 

フローセンの熱的性質は表のとおりです。

表3：フローセンの熱的性質

熱伝導度 2o・c 
0.33KJ/m ・ s ・ K 
( O .29kcal/m ・hr℃） 

比 熱（固体） 20・c 2.3J/g."C 

(0.55cal/g・℃） 

比 熱（液体）120～140℃
2.9J/g・℃ 
(0.70cal/g・℃） 

線膨張係数 2.2×10 4cm/cm・℃ 

分解温度（真空中） 280～300・c

発 火 温 度 349℃ 



使用法

・コーティング

フローセンを用いて金属などにコーティン

グする場合、液体塗料と異なり溶剤を用い

ないため、火災、中毒、大気汚染の危険があ

りません。さらに、被膜厚の調整も比較的

容易ですので、ピンホールの少ない保護被

膜が得られます。

図1：流動浸漬i去の工程図

島雄主主司君fit園園田園－圏直圃圃園圃薗圃

金属、ガラスなどの基材へのコーティング法

として最も広く利用される方法です。まず、

多孔板を底部においた容器（流動浸漬槽）に

フローセンを入れ、下から空気を送ってフ

ローセンを流動させます。その中に、あら

かじめ加熱された基材を入れますとフロー

図2：流動浸漬法加工条件と膜厚の関係

前加熱 没潰 後加熱 冷 却

温時 度間
350-400℃ 常 四岨 150-200℃ 空冷又は水冷
3～4介 2-6秒 1 -2分 通 ｛ 主ι

送風機

｜粉末批判 1.3-1.4I 
・基 材； 3mm再線材金銀
・使用粉末・フローセンGSOI
・被膜厚み・ 0.4棚 t

E官主護髭説書凋・・・・・・・・・・・・・・
粉末樹脂に高電圧（60～90KV）を加えて帯

電させ、これを基材に吹き付けるとクーロ

ンの電気力で付着します。その後基材を加

熱することにより均一な被膜が得られま

す。なお、厚膜を必要とする場合は、前加

熱を併用します。

図3・静電塗装法

センが均一に付着します。数秒間浸漬後、

基材を引き上げ、後加熱による表面仕上げ

により美しいコーテイング晶が得5れま

す。

監謹~lW~一一一一一一一一一一一一一一一

粉体塗装ガンの火炎の中に粉末樹脂を圧送

して噴出させ、瞬時に溶融した樹脂を塗装

面に吹きつけ、コーテイングする方式です。

装置が簡単で現場施工に適した方法と言え

ます。被塗物を選ぱす、厚膜コーテイング

が容易に出来ます。

図4：溶射法

被
建
物

冷却工7ー

用途例

写真1：フローセンFの用途例

パイプ



表4：フローセンのコーティング用途例と適用銘柄

〕~ 一 般 樹候

I~ イ プ 。
フェンス 。
冷蔵庫用品 。
バスケット 。。
自動車部品 。
電気部 品 。。
厨房用品 。
ドラム缶内装

タ d、，， ク

タンク

帯電防止 耐ESC 強接着

。
。
。
。

。
。
。
。
。
。

一一一

。
。

。
。。

一置圃画圃・•··~』
盟国圃園田i凶
・・・・・・・・・・園・E盟圃・.. 、，

線材加工品

自動車部品

光沢 耐熱

。。。
。
。
。
。
。
。

注）0：使用可能

・粉末成形

粉末ポリエチレンを用いる成形法として、

回転成形法は、他の成形法（射出成形、中

空成形など）に比べて、設備、金型が安

価で、多品種少量生産に適しています。一

方、他の方法では困難な大型容器を経済的

に、ストレスフリーに製作するととがで

きます。フローセンの粉末成形用銘柄は、

剛性、衝撃強度などの機械的特性に優れ、

さらに耐ストレスクラッキングの良さが、

この成形法の特長とマッチし効果的に活か

されます。また、発泡成形性が優れており、

良好な加工性と相まって、発泡層を中間層

とするサンドイツチ構造の成形に最適で

す。このサンドイツチ構造にすることによ

り、同一樹指量で、同リ性度と保温性のより

高い成形晶が得られます。

堕－雪量覇

セイカポyクス

フェンス



バリエーション豊かなフローセンO
用途に応じて館柄をお選びください。

手重美頁

一般グレード I I 耐候性グレード
フローセン一般グレードは、ポリ工チレン

の優れた特性を活かし、さうに当社独自の

配合技術による着色、粉砕技術により、流

動浸漬j去に適した粉末物性を付与して、告

種の使用条件に応じたグレードを豊富に準

備しております。

・特長
l純度が高く安定した製品が得られます。

2.着色が自在で鮮やかな色調の塗膜になり

ます。

3多彩な標準色を在庫しております。

4.高い衛生性（厚生省告示20号に準じた試験

に適合）を保持しております。

．一般グレードの特性
メルトマスプローレート20グレード

広範な使用条件に適用が可能な物性とバ

ランスのとれた加工性。

メルトマスフローレート25グレード

汎用グレードとして加工性を改良。

メルトマスプローレート30グレード

加工時の溶融特性が高流動のため、低温

加工性良好。

メルトマスプローレート50グレード

上記よりさ5に高流動のため、小熱容量

基材の加工に最適。

園光沢処方について
通常一般グレード被膜の光沢は、グロスメ

ーター測定値が約50%(60。反射）ですが、当

社の光沢処方により、約80%まで向上しま

す。美粧性を要求される用途に最適です。

ポリエチレンは、屋外で光や風雨にさらさ

れますと、被膜に変色や亀裂を生じ、ついに

は剥がれて、美観上、実用上に支障をきた

します。フローセン耐候性グレードの強靭

な被膜は、屋外の厳しい条件下でも、亀裂

や剥離を防ぎ、鮮やかな色調を保持して長

期間の使用に耐えられます。

・特長
1耐候性をはじめ物性が優れています。

2鮮やかな色調と優れた光沢のコーティン

グ品が得5れます。

3接着性銘柄、耐ESC銘柄など各種銘柄

との組合せが可能です。

・耐候性データ
図5：サンシャインウェザ・オ・メータ による
各銘柄の耐候性データー（伸び率による評価）

民料自系1古色品1... tフレスシート

700 

600 
イ中
ひ 500

% 400 
） 

300 

200 

100 • 

ιー司ーーーーーーιーーーーーーーー＂
1000 2氏却 3000 4民泊 5αJO 6α）（） 

紫外線照射時間（Hr)

阻射魚件
渇度 ブラックパネル63℃

温度 65%RH 
スプレー 18介／120分

加工性向上接着グレード・
高MFRタイプ

フローセン加工性向上接着グレードは、バ

スケット、棚などの線材品のコーテイング

加工に際し、 般ポリ工チレンでは得られ

ない優れた加工性と接着性を発揮します0

・特長
l加工性が良く、強固な接着性のコーテ

イング品が得られます。

2.各色の着色が可能で、鮮やかな色調と光

沢のよい塗膜になります。

3一般グレードに比べ表面硬度が向上して

います。

・コーティング
基 材・軟鋼板（幅）70mm×（長さ） 150 

mm×（厚み） 2mm トリクレ

ン脱脂

基材表面温度： 200～290℃

膜厚 0.45～0.55mm

接着力：母材破壊（25mm幅I80。ピ

ール）
図6：加工温度と接着力の関係

母材

破壊

』韮 h

活 。「
力 2J 

kg/25m/m巾 ｜

。－0一一一－0-0一一一一一一一。
脱厚

0.45～0 55 m/m 

1宮） 210 230 250 270 290 

~材表面温度（•c)



自動車部品のコーテイング用フローセン

は、特に均一な膜厚と部分コーティングに

適応するよう、粉末流動性、加工性を改良

した特殊粉末ポリ工チレンです。

・特 長
1軽量化に適合します。

2.優れた被膜物性が得うれます。

3エッチ’のカバーリングが優れています。

4膜厚調整が自在です。

5耐熱、 耐候、耐接着、耐衝撃性が優れて

おり、塗膜のタレ現象も防ぎます。

・耐熱性
各銘柄の耐熱性のレベルについて、 0.8-

1.0mmの厚みにコーテイングしたクリップで、

所定の熱履歴後の被膜の状態は次のとおり

です。

表5：各銘柄の熱履歴後の被膜状態

よご！
120℃×30分後 180℃×30分後 200℃×30分後
放冷 放冷 放冷
5サイヲル 5サイヲル 5サイヴJレ

割れず
一 般銘柄 膨れず たれる たれる

たれず

割れず
加工性改良昌嗣 膨れず たれる たれる

たれず

割れず 割れず
準耐熱銘柄 膨れず 膨れず たれる

たれず たれず

割れず 割れず 割れず
耐熱銘柄 膨れず 膨れず 膨れず

たれず たれず たれず

強接着・機械的強度向上
グレード

フローセン強接着ー機械的強度向上グレー

ドの金属面に対する強力な接着力と強靭な

被膜は、地中埋設、屋外設置の配管、化学

装置、建築資材など過酷な条件で使用され

る設備の防蝕用として最適のコーテイング

材料です0

・特 長
1接着力が高く、かつ経時変化が少芯しlo

2.被膜が強靭で耐屈曲性も良好です。

3加工時の耐熱、被膜の冷熱サイクルに対

しても耐久性を示します。

4耐薬品性が良く、特｜こ4ベース銘柄は環境

応力割れに高い対抗力があります。

・接着性
表6：各グレ ドの接着性
試料作成条件／加熱温度360～400℃×4-8分

測定法 湖定結果
項目 基材

溜定条件 メルトマス メJレトマス
7ローレート4フローレート10

接着カ 鋼板 25mm桶
100N以上 100N以上（初期） (2mmt) 1so・ビール

屋外国E露
鋼板 3年経過

100N以上 100N以上(2mmt) 25mm幅
接着力 1so・ビール
（経時変化） 50℃温水浸漬

鋼板 240Hr後
SON以上 SON以上(2mmt) 25mm幅

180ビール

特殊ポリオレフィン接着
グレード

フローセン特殊ポリオレフィン接着グレー

ドは、ポリエチレンの特性と塩化ピニルの

光沢性、風合いを兼ね備え、機械的、化学

的に多くの優れた性能を発揮します。

・特長
1被膜は塩化ビニルと同等の光沢があり

ます。

2抗張力、表面硬度が高く強靭な被膜は、

耐寒性、耐候性、さらに耐応力亀裂など

低密度ポリエチレンと比較し一段と優れ

ています。

・接着性
表7：各種金属への接着力（N/25mm幅180＇ピル）
続料作成条件／加熱温度34o・cx4分、漫漬B秒後加熱200℃×2分

金 属
金属材料

ダルブラスト
黒皮 ダル仕上

仕上

接着カ 40 50 100 

メッキ処理
金属材料

クローム
メッキ

スズメッキ ペンタイト

接着力 60 50 剥離出来ず

非鉄金属
金属材料

アルミ ステンレス 真鎗

接着力 45 60 剥離出来ず

図5～E、表5～7

表示データーは試験値の一例を示したもので

規格値ではありません。

詳しくは物性別リーフレットをご参照ください。
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・フローセン：住友精化の粉末ポリエチレン 一般物性および主要用途

表8：フローセンの基本樹脂物性 ・粉末物性および主要用途

LOPE L-LDPE 特殊ポリオレフィン

項目 試験法 単位
FG701N FG801NN MG101N MG201SN MG401N MG701N FG801SN F0246黒

MA1003N M13152N M13101N F13142N Q11403N 011402黒F13211N 

メル卜マスプローレート JIS K6922-1 g/1 Omin 0.3 1.5 4 7 20 50 75 3.4 7 10 20 5.8 9 

密 度 JIS K6922-1 kg/rrl 922 923 926 919 919 917 919 923 945 924 938 932 928 

引張降伏応力 JIS K6922-2 MP a >19.5 12 11 11 9.5 8.5 9 16 22 >14.5 16 17 12 
原

料
引張破壊ひずみ JIS K6922-2 % 650 600 550 550 550 500 150 470 >500 >500 575 520 >300 

樹 引張弾性率 JIS K6922-2 MP a 275 155 180 120 125 115 115 

目旨 オルゼン剛性 JIS K7171 MPa 250 660 240 450 

物
デュ口メーター硬さ JIS K6922-2 ショアD 57 51 50 46 45 41 43 57 60 57 56 55 53 

性
ピカット軟化点 ℃ JIS K6922-2 100 96 100 86 83 79 76 101 115 98 72 85 95 

脆 化 点 JIS K7216 ℃ <-65 <-65 <-65 <-65 -35 -20 <-60 <-60 <-60 <-60 

融 点 JIS K7121 ℃ 112 112 113 107 106 105 107 121 127 120 95 100 121 

中位粒度 社内法 メッシュ 60土1060±10 60±10 
85±10 >90 

85士1045士1080±10 70±10 85±10 85±10 85±10 >100 

粉末物性

60±10 85±10 

嵩 比 重 JIS K6721 g/crri >o目30>0.30 >0.30 >0.30 >0.25 >0.33 >0.27 >0.30 >o目33>0.30 >0.32 >0.35 >0.33 

静止摩擦係数 社（ta内ntl法） <0.75 <0.75 <0.65 <0.65 <0.75 <0.70 <0.75 <0.80 <o目70<0.75 <0.75 <0.80 <0.75 

金属コーティング 。。。。。 。 。。。。
粉末成形 。。。

主要用途
繊維接着 。
改質周その他 。。 。。 。

（上記デ一世は標準値を示し規格値ではありません）



圃メッシュ－ミクロン対比表

図7：メッシューミクロン対比表
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エチレン酢酸ビニル
共重合樹脂粉末

特長

1特殊粉砕機によって粉末化しています

ので、酢酸ビ二ル含有量の大小、メルト

マスフローレートの大小を問わす安定し

た粒度分布が得5れ、ロット聞のバラツ

キがほとんどありません。

2.水分、溶剤その他異物の混入がなく、工

チレン酢酸ピ二ル共重樹脂の性質をその

まま保持しています。

3ゴムに似た弾性を有し、しかも強靭で、

低温においても性質が変わらす、透明性

に優れています。

4.接着性、耐ストレスクラッキング性が良

好です。

5.酢酸ビ二ル含有量とメルトマスプローレ

一卜との関係で広範囲な用途に使用する

ととが可能です。

写真4：フローパックの用途例
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使用法

・散布法による繊維、紙などの
コーテインク、

ホッパーから粉末をドクターナイフなどで

調整しながら、振動飾を通して、移動中の

織布の上に均一に散布します。次に加熱炉

で粉末は溶融しながら、 織布に付着、含浸

します。その後織布は、急；令ロールを通し

て製品になります。目付量は、 織布の移動

速度等で調整します。また、紙のコーテイン

グについても織布と同様の工程で行えます。

図9：散布法の工程図
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Ill布演のヱ寝

用 途例

・繊維加工
散布j去による接着芯地用。とくに低温加工

で接着力を必要とする芯地lこはフローj〈ッ

クが最適です。

・金属コーティング
流動浸漬法によって金属、ガラスなどのコ

ーテイング用、特に低温加工、耐寒性、接

着力を必要とする用途に最適です。

置樹脂の改質

塩化ピ二ル樹脂、 ABS樹脂、スチロール

樹脂、ジアリルフタレート樹脂などの加工

性、ゴム弾性の向上にフローパックが最適

です。

・ホットメルト
転写マークをはじめとして、 繊維、紙、皮

革芯どの接着が可能です。



危注意
取り扱いに際しては以下のことに注意してください。

取り扱いおよび保管上の注意

・取り扱い：取り扱い中は、適当な保護具（防塵マスク、保護眼鏡、

保護手袋、保護長靴等）を着用し、換気を充分に行う。

：容器は転倒させたり、落下させたり、衝撃を加えたり、

引きずる等の粗暴な取り扱いをしない。

：空気移送、パグフィルタ一、ホッパ一等の設備は、静

電気を除去するための接地を行う。

：熱加工中に発生する蒸気、分解ガスは、皮膚、眼およ

び呼吸器系に影響を与える可能性があるので暴露、吸

入を避けて下さい。

：溶融して使用するときは火傷に注意して下さい。

．保 管：容器は直射日光を避け、屋内で常温で貯蔵する。

：湿気、水に濡れないようにする。

：貯蔵場所では火気を使用しない。

．危険性 ：本製品は危険物には骸当しないが、指定数量（3,000kg)

以上では「指定可燃物合成樹脂その他の物Jに骸当す
るため火気を近づけないで下さい。

：粉塵を発生すると粉鹿爆発の危険性を有するため火気

等の着火源から遠ざけて下さい。

その他

・弊社製品の安全な取り扱いに際しての詳細な内容については、該

当する製品安全データシート rMSDSJをご参照ください。

•＊冊子の記載内容は、現時点で入手できた資料や情報に基づいて
作成しておりますが、記載デ一歩や評価に関しては、いかなる保

鉦をなすものではありません。また、注意事項は通常の取り扱い

を対象としており、特殊な取り扱いの場合、不明な点等につきま

しては、必ず弊社にご連絡ください。

・本冊子の内容は、改訂のため予告なく変更することがありますの

でご了承ください。

免責事項

(1）このカ合口グ（および情報）は、単なる宣伝および例証のみを目的に提供されているものであり、製品等に

関して、いかなる約束、説明、または保証するものではありません。本カ合ログ情報は、断りなく変更され

るものである点をご了承ください。

( 2）製品に関するすべての説明および保証は、別途、売買・サービス契約において規定されます。

( 3）製品または本カ空ログに関するあらゆるお問い合わせは、下記までお問い合わせくださし、。

知的財産権に関するお知らせ

住友糟化およびその製品、または第三者および第三者の製品を表した名称、イメージおよび口コは、住友精化、

および／または当核第三者の著作権、デザイン権および商標権に従います。本カタログの全部もしくは一部は、

予め、住友精化、または当核第三者の知的財産権者の事前の書面了解を得ることなく、複製、頒布、脚色、修正、

再版、展示、放送または送信、もしくは、いかなる方法であれ、情報検索システムに保存することはできません。
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